
第一次スクリーニング 第二次スクリーニング計画

盛土造成地
の位置

盛土造成地の規模 大規模盛土造成地の抽出 優先度評価

谷埋め型 腹付け型 ①盛土/擁壁の形状・構造 ②変状 ③ ④ ⑥変動確率

α θ

1 三原村
星ヶ丘団地-01

高知県幡多郡
三原村宮ノ川

字テンノウ
1271-8 他

46,675 3.2 - 20.0 ○ - 不要 - 谷埋め
型

標準 標準 標準 標準 その
他

該当 無 無 無 無 無 無 不明
平成10
～11年 後 85.4 大

・盛土のり面形状は標準的な形状となる.
（1：1.8、小段高H=5.0m、小段幅W=1.5m）
・宅地地盤・のり面には変状は確認されない
　ことに加え、道路にも変状が認められな
　い。
・常時湧水や湧水跡もなく、盛土下の不安
　定土層の存在も不明である。
・造成年代は基準年後となり、比較的新しい
　盛土造成地となる。

B4 0
緊急

輸送路
無 すべり

崩壊
経過観察

・盛土のり面形状は標準的
　な形状であり、変状も全く
　見られないことから、経過
　観察とする。

2 三原村
星ヶ丘団地-02

高知県幡多郡
三原村宮ノ川
字テンノウ
1271-8 他

32,125 4.4 - 26.0 ○ - 不要 - 谷埋め
型

標準 標準 標準 急 その
他

非
該当

無 無 無 無 無 無 不明
平成10
～11年 後 12.8 小

・盛土のり面形状は標準的な形状となる.
（1：1.8、小段高H=5.0m、小段幅W=1.5m）
・宅地地盤・のり面には変状は確認されない
　ことに加え、道路にも変状が認められな
　い。
・常時湧水や湧水跡もなく、盛土下の不安
　定土層の存在も不明である。
・造成年代は基準年後となり、比較的新しい
　盛土造成地となる。

A3 0
緊急

輸送路
避難所

無 すべり
崩壊

経過観察

・優先度が高く、変動確率
　も大きいものの、盛土の
　り面形状は標準的な形
　状で、かつ、変状、常時
　湧水および湧水跡も全
　く見られないことから、
　経過観察とする。

3 三原村
星ヶ丘団地-03

高知県幡多郡
三原村宮ノ川
字テンノウ
1271-8 他

16,925 4.3 - 23.0 ○ - 不要 - 谷埋め
型

標準 標準 標準 標準 その
他

該当 有 無 有 有 無 有 不明
平成10
～11年 後 31.4 小

・盛土のり面形状は標準的な形状となる。
（1：1.8、小段高H=5.0m、小段幅W=1.5m）
・宅地の石積に数か所でクラックが見られる
 ほか、道路路面にもヘアークラックが認めら
 れる。
・盛土のり面では、小段肩部の不陸が見られ
 るほか、2箇所で湧水が確認される。
・小段に複数ある縦排水路のうち、西側端部
 の縦排水路には目地の開口部が確認され
 る。

A4 12
緊急

輸送路
避難所

無 すべり
崩壊

第二次
スクリーニング

調査対象

・盛土のり面形状は標準的
　な形状となるものの、変
　状、常時湧水が見られる
　ことから、第二次スクリー
　ニング調査対象とする。
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